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意見書『憲法
理論からみた
同性婚の省
察』

写
し

2022.2.1 渋谷秀樹

憲法24条1項が保障する婚姻の
自由は、同条の背後にある中
核・根本規範や個人の 尊重と
いう憲法の基本理念（13 条）
に遡り、精神医学的・心理学的
知見、世界の動向及び国民意識
等、現行民法戸籍法の諸条項を
支える立法事実が根本的に変
わったことに照らして解釈すれ
ば、憲法制定時想定されていな
かった同性間の関係についても
異性間と同程度に及ぶと解され
ること。
・同性間の婚姻を認めない本件
規定は、憲法24条1項及び憲法
14条に違反すること。
・澁谷教授は、従前「同性間の
婚姻が異性間の婚姻と同程度に
保障されると解することは憲法
の文言上困難」としていたが
（乙13）、本意見書をもって改
説し、上記も、次回改訂で「憲
法は同性間の婚姻にも異性間の
婚姻と同程度に保障している」
とする予定であること。
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